
開催
日時

会場

問い合わせ先：大坂和可子 osakawakako@gmail.com
（東京慈恵会医科大学，意思決定支援勉強会運営メンバー）
本講演は、文部科研基盤B 「産科医療施設における倫理的葛藤を低減する共有意思決定教育プログラムの
介入研究」（研究代表者：有森直子、新潟大学大学院保健学研究科看護学分野）研究課題番号：17H04427
の活動の一部として行われます。

平成30年3月16日（金）
10-12時 「SDMの介入研究ー組織への介入に着目してー」
14-16時 「SDMのアウトカム指標ー学際的な視野からー」

＜逐次通訳あり＞

聖路加国際大学
大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センターCCA 3階 3301
〒104-0045 東京都中央区築地 3-6

参加費は無料です。事前に以下のURLから申し込んでください。
定員（100名）になりましたら締め切らせていただきます。
https://goo.gl/forms/WUobnA2VZEkSa9Vf1

申し込み
方法

講師 Dawn Stacey, RN, PhD.
School of Nursing, University of Ottawa, Ottawa, Ontario, Canada
Ottawa Hospital Research Institute, Ottawa, Ontario, Canada

有森科研・意思決定支援勉強会共催 講演会

シェアード・ディシジョン・メイキング

ｰ 介入研究とアウトカム -
Shared Decision Making

- Intervention and outcomes -

アメリカ、カナダ、イギリス、オーストラリアなどの国では、医療におけるシェアド・ディシジョン・
メイキング（Shared Decision Making; SDM）を政策に取り入れ、患者中心の意思決定を保証する動
きがあります。日本でも、SDMへの関心が高まっています。この度、世界の意思決定支援の研究を牽引
するオタワ大学 Dawn Stacey教授をお招きして、SDMの介入研究と評価指標について講演をいただき
ます。皆様のご参加をお待ちしております。


